










にはマニュアルの作成が必要であることは明らかで
あった。5月 11 日からライブ配信講義を開始するこ
とは決まっていたが、Teams の検証と機器の選定を
終えたのは、すでに 4 月も終わろうとする頃であっ
た。日付のみを見るとまだ時間があるように思える
が、4月末から 5月 6 日まではゴールデンウイークで
あり、さらに新型コロナウイルスの感染は拡大傾向を
示し、愛知県を含む 13 道府県は特定警戒都道府県に
指定され、外出や集合することがはばかられる状況で

あった。実際に活動できる時間は限られていた。その
ような中、マニュアル作りが進められた。マニュアル
作りは渡辺が PCを中心とした主要な内容を担当し、
主に学生が使用すると考えたスマートフォン対応のマ
ニュアルを、アンドロイド版は初田が、アイフォーン
版は高見が作成する陣容で進められた。マニュアルの
内容はTeams を中心に、Forms や Stream との連携
など、講義を運営するうえで必要な操作を網羅するよ
うに作成が行われた（表 2）。

写真 1　ライブ配信による遠隔授業用機材
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表 2　遠隔授業に関して作成したマニュアル

対象 配信月日 タ イ ト ル

教職員 4月 28 日 Teams 利用方法Ver1
4 月 28 日 Teams チーム作成方法について
5月 8日 Teams チャネル作成方法について
5月 8日 Stream動画アップロード手順
5月 11 日 Forms での学生からの課題（ファイル）受付方法
5月 11 日 Teams に Forms リンクする方法
5月 15 日 Teams 利用方法Ver2
5 月 15 日 Teams ファイルの保管方法
5月 15 日 バナーとフィードについて
5月 18 日 講義室共用のデュアルディスプレイの導入について
5月 21 日 遠隔授業不調の際の対処方法（案）
5月 25 日 Forms の設定について（補足）

学生 4月 18 日 リモート授業テスト参加手順
5月 8日 Stream視聴方法
5月 15 日 バナーとフィードについて
5月 15 日 Forms での課題提出方法
5月 21 日 課題を iPhone の Pages で編集した場合
5月 25 日 Forms の入力について（補足）
6月 3日 Teams に提示されたWord ファイルを使用して課題を行う手順
6月 3日 Teams に提示されたWord ファイルを使用して課題を行う手順Android 版
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Ⅶ．新しい大学生活様式に向けての情報ネット
ワーク支援

この原稿を執筆している12月下旬、欧州において再
び新型コロナウイルスの感染拡大が深刻な状況となっ
ている。我が国においても感染拡大が人々の生活に影
響をおよぼす状況は依然と続いている。一方で、新型
コロナウイルスワクチン実用化に向けた取り組みが進
められ、欧米においてワクチン接種が進められる報が
聞かれ、明るい兆しも見え始めている。そのような状
況のなか、人々は “ 新しい生活様式 ”に馴染みつつ、
移動や飲食店利用の規制と経済活動の適度なバランス
を探しながら社会活動を進め、大学においても適切な
距離を保ちながらの活動が再開されている。昨年度よ
り情報管理・図書委員会で計画してきた学内Wi-Fi の
敷設工事が 9月に折しも完了し、学生、教職員が学内
の様々な場所で情報ネットワークに接続が可能となり、
人と人の距離を保つことに寄与できたのは僥倖であっ
た。また、文部科学省の遠隔授業の環境構築の加速に
よる学修機会の確保補助金を活用し、学生に貸与する
PCの充実を図り、さらに後期の遠隔授業の品質向上
を目論見、Zoomの導入の検討を進めた。これらを進
めるなかで書類やマニュアルの作成も進められたが、6
月から芝口が情報ネットワーク支援作業部会に加わっ
たことで、さらに充実した陣容で行われた。
今後の新型コロナウイルスの感染の動向を予測する
ことは困難であり、今後求められる対応は未知であ
る。そのような状況ではあるが、情報ネットワーク支
援作業部会は情報ネットワークの構築・維持を通して
“新しい大学生活様式 ”を支援していきたいと考える。
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